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【問題と目的】
Sullivan（1953）は 8歳半から 12歳頃の同性
の友人・仲間関係に見られる「親密性」の重要
性について，この時期に満足欲求や安全欲求を
経験する重要な他者として，仲間が親と同等か
それ以上に大きな存在となると指摘している。
同様に Coleman（1980）は，青年期における
友人関係の重要性を指摘しており，①急激な身
体成長に伴い社会や自分自身の情動への認識や
依存心が高まり，自分と似た境遇の者を求め
る，②親からの自立心，大人の価値・行動への
批判が生じる一方で，自己不確実・自己疑惑が
もたらされ，友人との接近をもたらす，③青年
期は児童期から成人に至る移行期で，新たな行
動規範を学習し，自分自身の要求・動機との間
の調整をはかる方法を学習しなければならず，
仲間に準拠することで，こうした適応方法を発
見する（岡田，2010）。日本においても，松井
（1990）は青年期の友人関係が社会化に果たす
役割として，「安定化機能」，「社会的スキルの
学習機能」，「モデル機能」を，宮下（1995）が
①自分の不安や悩みをうちあけることによって
情緒的な安定感・安心感を得る，②自己を客観
的に見つめ，友人関係を通して自分の長所・短
所に気づき内省する，③肯定的側面のみでなく
傷つけ傷つけられる経験を通して人間関係を学
ぶ，を指摘している。したがって，児童期から
青年期において友人や仲間関係の存在は多くの
気づきや学び，情緒的な支えをもたらす存在と
して，重要であると考えられる。
しかし近年では，子ども達の人間関係に関す
る現状や課題として，「気の合う限られた集団
の中でのみコミュニケーションをとる傾向が見
られる」，「相互理解の能力が低下している」な
どの指摘がある（文部科学省，2011）。同様に，
藤井（1999）も，児童生徒の対人関係上の課題
の背景には，児童生徒の人間関係の固定化や小
規模化，異年齢集団の減少，仲のよい友人との
み交流しようとする交友集団の増加などが指摘
されており，そのような関係の中では，自分と
は異なる他者の存在を理解したり，他者の権利
を承認し，自己中心性を減少させていくことへ
とつながりにくいこと，また善悪の判断や規則
の遵守，自己の行動の統制など規範の内面化が
促されにくいことも指摘されている。したがっ
て従来，児童期・青年期における心身の発達を
支える存在としての友人の重要性が指摘される
中で，現代では友人関係の希薄化や固定化によ
り，その側面が弱くなっていると考えられる。
このような現代的な変化も含めて，友人が児童
期青年期の心身の発達に与える影響は少なくな
いと考えられる。
よって，友人関係を通した児童生徒の社会化
早稲田大学大学院教育学研究科紀要　別冊　23号―２　2016年３月
児童期青年期の友人関係研究の展望
―友人関係の構造，発達的変化，個人内要因の視点から―
武　蔵　由　佳
14 児童期青年期の友人関係研究の展望（武蔵）
や発達の促進（松井，1990；宮下，1995）につ
いて検討するために，本研究では，日本におけ
る児童期青年期の友人関係の特徴について整理
し，その上で友人関係研究における課題を抽出
することを目的とする。
【方法】
児童期・青年期の友人関係を概観し，動向と
課題を明らかにする。その際には，わが国の友
人関係の動向をまず概観する。文献検索は友
人，友達，仲間，友人グループをキーワードに
1970年から 2015年までの学会論文を検索した。
研究雑誌は，心理学研究，教育心理学研究，発
達心理学研究，カウンセリング研究，青年心理
学研究，パーソナリティ研究，性格心理学研究，
社会心理学研究，対人社会心理学研究，実験社
会心理学研究をあたった。また，これらの研究
雑誌に掲載されていた論文中で頻繁に引用され
ている論文は，大学紀要等でも抽出した。1970
年～ 2015年までに国内の研究 225件を抽出し，
これらの論文を対象に文献研究を行った。こ
の 225件の中から，①児童期から青年期までを
対象としている，②友人関係に関連している，
③一般の児童生徒学生を対象としている，④展
望論文でない，という 4つの基準を満たすもの
をその後の分析の対象として選択した。この基
準にて各研究を検討した結果，幼児や高齢者の
友人関係に関する研究，親子関係や恋愛関係に
関する研究，非行少年や特別支援児童生徒の友
人関係に関する研究，グループアプローチに関
する研究，展望論文など合計 124本が対象外と
なった。このような過程を踏み，最終的に 101
本の論文を対象に文献研究を実施した。分析の
結果，友人関係の研究の枠組みとして，1．友
人関係の構造に関する研究，2．友人関係の構
造と様々な要因との関連研究，3．友人関係の
発達的変化に関する研究の大きく 3つの視点が
ある（落合・竹中，2004）ことが明らかになっ
た。近年では，友人関係の構造と様々な要因と
の関連に関する研究に関する応用研究が発展し
ている傾向がある。そこで本研究では落合・竹
中（2004）の枠組みに則しながらも，それらを
さらに細分化させて，1．友人関係の発達的変
化，2．友人関係の構造，3．友人関係の男女差，
4．個人内要因，5．個人間要因，6．電子媒体
要因，7．仲間・グループ要因，8．学校場面，
としてまとめた。その中で本稿では，1．友人
関係の発達的変化から 4．個人内要因までの個
人過程を記述しまとめることとした。なお，1
本の論文中で複数の領域を検討しているもの
は，それぞれの項目に分割して記載するかある
いは主となる知見の比重が高い項目に分類する
こととした。
【結果】
1．友人関係の発達的変化
児童期から青年期の友人関係には年齢によ
る変化が指摘されている。田中（1975）は友
人の選択理由には席や列が近いという相互的
接近，なんとなく好きなどの同情愛着，相手を
尊敬する尊敬共鳴，助け合うなど集団的協同の
4側面を指摘し，友人選択理由において年少で
は相互的接近，年長では尊敬共鳴が重要である
ことを示している。保坂・岡村（1986）は，大
学生におけるエンカウンターグループを検討
する中で，友人や仲間関係の発達段階として，
gang-group（外面的な同一行動による一体感な
どを特徴とする関係），chum-group（内面的な
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互いの類似性を言葉で確かめ合う関係），peer-
group（内面的にも外面的にも互いに自立し，
互いの相違性を認め合う関係）の 3段階の位相
があることを提起している。落合・佐藤（1996）
は，友人との付き合い方を「積極的関与（深
い）―防衛的関与（浅い）」「選択的（狭い）―
全方向的（広い）」の 2つの軸をもとに発達的
変化を検討し，中学では「広く浅く」，高校で
「深く広く」，大学で「深く狭く」へと移行する
ことを明らかにしている。次に，榎本（1999，
2000）は 13～ 22歳までの青年期を対象とし
て，友人関係を「活動的側面」「感情的側面」
「欲求の側面」の 3側面から明らかにしている。
この中で「活動的側面」では発達的変化が見ら
れ，男子は友人と遊ぶ関係から互いを尊重する
関係へと変化し，女子は友人との類似性に重点
をおいた関係から他者を入れない閉鎖的な関係
となり，その後互いを尊重する関係へと変化し
ていた。「感情的側面」では発達的変化はあま
り見られず，「欲求の側面」ではどの学校段階
を通しても親和欲求が高く，同調欲求は低く，
相互尊重欲求は学校段階とともに高まっていく
と指摘されている。和田（1996）によると，中
学生よりも高校生と大学生の方が友人との関係
における「自己向上」を，大学生よりも中学生
と高校生の方が「共行動」を，中学生よりも大
学生の方が「真正さ」を，高校生より中学生の
方が「自己開示」を期待していた。岡本・上地
（1999）は，男子は中学生から高校生にかけて
「同性友人・緊密感」「同性友人・信頼感」が増
加する傾向が見られたと指摘している。 以上
より，友人関係を縦断的にみると「表面的な関
係」から「内面的な関係」へと友人関係の質が
変化することが明らかになった。
2．友人関係の構造
友人関係の様相を構造化して理解しようとす
る研究がある。上野・上瀬・松井・福富（1994）
は，友人関係には①表面的交友（心理的距離
大・同調高），②個別的交友（心理的距離大・
同調低），③密着的交友（心理的距離小・同調
高），④独立的交友（心理的距離小・同調低）
の 4群があることを指摘している。落合・佐藤
（1996）は，友人との付き合い方に関して「積
極的関与（深い）―防衛的関与（浅い）」「選択
的（狭い）―全方向的（広い）」の 2つの軸を
もとに「広い―深い」「広い―浅い」「狭い―
深い」「狭い―浅い」の 4タイプがあることを
示している。長沼・落合（1998）は，落合・佐
藤（1996）を発展させ，青年期の友達とのつき
あい方には少なくとも 16種類があり，それら
は「友達とのつきあいの深さ」と「相手との心
理的接近の仕方」という 2次元性によって分類
できることを指摘している。岡田（1993a）は，
青年の友人とのかかわり方については，「群れ
志向群」，「対人退却群」，「やさしさ志向群」の
3種類を指摘している。また，岡田（1993b）
では，「自分自身への関心からも対人関係から
も退却してしまう“ふれ合い恐怖的心性”を示
す群」，「表面的な楽しさを求めながらも他者か
らの視線に気を遣っている群」，そして「従来
の青年像と合致する群」の 3群があることが指
摘されている。また，岡田（1995）は「友人と
いつも一緒にいようとする“群れ志向群”，「友
人に気を遣う“気遣い関係群”」，「友人との深
まりを避ける“関係回避群”」の 3群があるこ
とも指摘している。岡田（2007）では友人関
係のパターンを，「内面を開示する友人関係を
とる群」，「友人関係から回避する傾向をもつ
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群」，「自他ともに傷つくことを回避しつつ，円
滑な関係を指向する群」に分類している。岡田
（2002）では，対人関係から退却する「ふれ合
い恐怖」群と表面的に対人関係が円滑に取れる
群とは異なる群の青年であることも指摘されて
いる。以上より，友人関係の構造に関する研究
では，青年期を対象した研究が多く，青年にも
「表面群」や「内面群」など様々な友人関係の
様相が存在することが明らかになった。
3．友人関係の男女差
友人関係の男女差を比較している研究につい
て示す。和田（1993）は，性役割タイプによる
友人関係の差異について検討しており，男子よ
りも女子が恐怖・羞恥，抑鬱・不安，幸福，平
静の状態になったときにそのことを友人に打ち
明ける。また，友人関係に望むものとして，女
子よりも男子が共行動をより重視し，女子は男
子より自己開示，相互依存を重視することを指
摘している。長沼・落合（1998）は，女子は同
性の友人と密着した関係を持っており，男子は
友達に自分の内面を出さず，心理的に離れてい
る関係を持っていて親密というより内面を隠し
た分離的，防衛的つきあいをしていることを指
摘している。榎本（1999）は，男子は友人と遊
ぶ関係の「共有活動」からお互いを尊重する
「相互理解活動」へと変化し，女子は友人との
類似性に重点をおいた「親密確認活動」から他
者を入れない絆を持つ「閉鎖的活動」へと変化
し，その後「相互理解活動」へ変化することを
示している。柴橋（2001）は，友人ヘの自己表
明は男子は女子に比べて「不満・要求の表明」
を多く行い，女子は男子よりも「限界・喜びの
表明」を多く行う。また，他者の表明を望む気
持ちは女子は男子に比べて友人の率直な表明を
望む気持ちを全般的に強く持っていた。柴橋
（2004）も，男女共にほぼすべての「自己表明」
および「他者の表明を望む気持ち」に「率直さ
への価値感」および「安心感」が深く関わる。
全体を通して「意見の表明」および「不満・要
求の表明」の低さの背景に「スキル不安」があ
る。「不満・要求の表明」の背景に女子では「配
慮・熟慮」，男子では「支配欲求」があること
が示された。以上より，性別による差異を確認
すると男子は友人関係における共行動を好み内
面を隠した分離的つきあい，女子は内面の自己
開示を好み，密着したつきあいをする傾向が明
らかになった。
４．個人内要因
1）現代青年の特徴
現代青年の特徴について検討している研究
を示す。岡田（1999）は青年自身は伝統的青
年観に近い内面的関係を希求しているが，実
際には伝統的青年観とは異なる対人関係をとっ
ていて，自分の対人関係に満足しているわけで
はないと指摘している。岡田（2007）は，内面
的な友人関係を取る青年群は，病理的自己愛や
境界性人格障害傾向が低く，自尊感情得点が高
いなど適応的であり，現代的な友人関係を取る
青年群は不適応的であったことを指摘してい
る。岡田（2011）は，現代青年の友人関係にお
いて，傷つけられることを回避することが，傷
つけることを回避する心性を経て，被拒絶感を
低減し，結果的に自尊感情を維持させていると
指摘している。福森・小川（2006）は，「不快
情動を回避する心性」を検討する中で，岡田
（1995）の指摘する「気遣い」「群れ」が集団内
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の雰囲気作りを重視する他者優先的な友人関係
であり，「ふれあい回避」は他者との間に積極
的に壁を作り自分防衛する自己優先的な友人関
係のもち方であることを指摘している。以上よ
り，青年自身の理想は従来型の内面的な関係で
あるが現実には現代型の表面的な関係であり，
やむなく現代型になっている背景に自尊心の低
さやふれあい回避などの心性があることが示さ
れた。
2） 自己愛傾向・愛着・シャイネス・Chum形
成・理想と現実のズレ・信頼関係認識・動
機づけ
自己愛傾向および愛着に関する研究を示す。
小塩（1998）は，広い友人関係と自己愛傾向
が，深い友人関係と自尊感情が関連していると
指摘している。小塩（1999）は青年の自己愛傾
向は友人から信頼されたいという欲求，仲間集
団に上手くとけ込んでいるという認知，他者か
ら好かれていて友人も多そうだと認知されるこ
とに関連していると指摘している。金政（2007）
は，愛着次元の親密性回避は自己の諸側面の認
知（社交性，魅力性，人柄の良さ，自信）と負
の関連を示していたことを指摘している。金
政（2012）は，自己への過度な固執により引き
起こされる自己目的化（自己希薄化，自己高揚
化，自己利益希求化）は自尊心と負の関連を示
し，自己愛傾向の不適応な側面である「注目・
賞賛欲求」と正の相関関係を示していた。金
政（2013）は，相手から見捨てられることへの
過度の不安あるいは他者を忌避する傾向といっ
た不安定な愛着は，友人関係のネガティブ感情
を喚起させるものの，それが関係への評価の
低下にまではつながらないことを示した。原
田（2013）は，友人への信頼と自己愛は関連が
見られなかったが，親密性と自己愛の「注目・
賞賛欲求」および「自己愛憤怒」，「自己愛性う
つ」，「共感性の欠如」との負の関連を示して
いる。
シャイネスについても検討されている。石田
（1998）は，シャイな人は新たな友人との相互
作用を展開させることが難しく，その関係の親
密性を実際以上に過小評価しており，結果とし
て孤独感を高めていることを明らかした。石田
（2003）は，男性の場合に限り，シャイな人の
友人ネットワークは新たな友人関係を形成でき
にくいため小さく，親密な関係にまで進展しな
いことが示された。
Chum形成・理想と現実のズレ・信頼関係認
識も検討されている。長尾（1997）は前思春期
における女子の chum形成に関して chumが存
在するか否かが以後の自我発達に影響を及ぼ
し，特に青年期や中年期の自我発達上の危機状
態に影響を及ぼすことを指摘している。吉岡
（2001）は，友人関係の理想と現実のズレが大
きい者ほど，友人関係の満足感は低く，自己受
容している者ほど友人関係の満足感が高くなる
ことを指摘している。水野（2004）は，青年は
友人との信頼関係を「自分」という存在と不可
分に捉えており，その信頼関係は「安心」を中
心とした関係であることを指摘している。友人
との信頼関係認識についての仮説モデルが生成
されている。
動機づけに関する研究を示す。岡田（2005）
は，友人関係への動機づけが自己決定的である
ほど，向社会的行動の生起頻度が高くなること
を指摘している。岡田（2006）は，友人関係に
対する内的動機づけ（興味や面白さに関する動
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機づけ）は表面的な内容の自己開示を促進し，
同一化的動機づけ（友人と過ごすことの価値や
意味に関する動機づけ）は内面的な自己開示
を促進することを明らかにした。岡田（2008a）
は，けんかなどで友人関係に対する内的動機づ
けが低下する出来事があった場合に内的動機づ
けが抑制され，旧友との再会や友人との共有活
動で同一化的調整や内的動機づけが高まること
を指摘している。岡田（2008b）は，適応の支
えとなる親密な友人関係が形成・維持される過
程を動機づけの観点から捉えるモデル構築を試
みている。本田（2012）は，外発的な動機であ
る「取り入れ」による友人関係を持つ傾向が高
いほど，友人関係満足感が低いことを示した。
村上（2014）は，愛着スタイルが安定型であれ
ば適応的な友人関係への動機づけを持ち，とら
われ型が適応的な動機づけと不適応的な動機づ
けの両側面を持ち，恐れ型が不適応的な動機づ
けを持つ傾向があること，安定型ととらわれ型
は，拒絶型と恐れ型と比較して，友人の数が多
いことを明らかにした。以上より，友人関係は
自己愛傾向，シャイネス，愛着，動機づけなど
様々な側面と関連しており，これらの心性がネ
ガティブな方向に強まると友人関係もネガティ
ブな側面が強くなる傾向が明らかになった。さ
らに，友人関係への動機づけが自己決定的であ
れば向社会的行動の生起頻度や内面的な自己開
示の促進，友人関係満足度が高いことが明らか
になった。
3）精神的な健康との関連
精神的な健康との関連に関する研究を示す。
福岡・橋本（1995）は，生活ストレスおよび精
神的健康に対して，男子は友人サポートが，女
子は家族と友人の両サポートが望ましい効果を
持っていることを示した。福岡・橋本（1997）
は，家族からの手段的なサポートが，友人から
の情緒的なサポートがストレス緩和効果がある
ことを指摘している。崔・新井（1998）は，対
面の気になる場面での自己保護動機に基づく感
情表出が友人関係の満足感において負の影響を
もたらしていることを示している。菅沼・古
城・松崎・上野・山本・田中（1996）は，友人
によるサポート供与と評価懸念が生理的，認知
的，および行動的なストレス反応に及ぼす効果
を実験的に検討し，評価懸念をもたらさない友
人のサポート供与はストレスを緩和する効果を
もつことを指摘している。加藤（2006）は，浅
く広い友人関係を目標とする群において，解決
先送りコーピングと精神的健康とに正の関連性
がみられたことを示している。加藤（2007）は，
対人ストレス場面において，ポジティブコーピ
ングは親密であるほど使用頻度が高く，ネガ
ティブコーピングは親密性が低い関係ほど使用
頻度が高いこと，また解決先送りコーピングは
より親密な関係であるほど使用頻度が低いこと
を明らかにした。黒田・桜井（2001）は，友人
関係場面における目標志向性（対人的経験を積
むことを通して自分を深めようとする「経験・
成長目標」，自分の性格について良い評価を得
ようとする「評価・接近目標」，自分の性格に
ついて悪い評価を避けようとする「評価・回避
目標」）と抑うつとの関係について検討し，経
験・成長目標および評価・接近目標は抑うつを
抑制し，評価・回避目標は抑うつを促進するこ
とを明らかにした。黒田・桜井（2003）は，友
人関係場面における目標志向性と抑うつとの
関係に介在するメカニズムを明らかにし，「経
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験・成長目標→関係構築・維持行動及び向社
会的行動→ポジティブな出来事の発生→非抑
うつ」，（2）「評価・接近目標→関係構築・維
持行動→ポジティブな出来事の発生→非抑う
つ」，（3）「評価・回避目標→関係構築・維持行
動の不足→ポジティブな出来事の非発生→抑う
つ」という結果が示された。黒田・有年・桜
井（2004）は，大学生において，自分たちの親
友関係を他の親友関係より良いものであると評
価する「積極的関係性高揚」と，悪くはないと
評価する「消極的関係性高揚」は，相対的幸福
感・自尊感情・充実感と正の関係を示し，抑う
つと負の関係を示すことを示した。大谷（2007）
は従来，深さ・広さで捉えられてきた友人関係
について，新観点「状況に応じた切替」を加え
て捉え直し，友人関係から心理的ストレス反応
への予測力が向上することを明らかにした。丹
野（2009）は，接触頻度が高く親密な友人関係
は直接的に充実感を促進する機能を果たしてお
り，接触頻度が低く親密でない友人関係は「関
係継続展望（男女とも）」「相談・自己開示（女
子のみ）」が関係の満足度を媒介し，精神的不
健康を抑制する機能を果たしていた。朝日・青
木（2010）は小学 5年生においては，親密性体
験が非効力感や対人緊張を低め，友人に情緒的
に入れ込んでいることが学校での満足度や現在
の調子を高めていた。一方，中学 2年生以上で
は，友人に情緒的に入れ込むことが，抑うつ傾
向や摂食障害傾向，対人緊張など，メンタルヘ
ルスの症状的な側面と関連していた。 竹島・
松見（2013）は，抑うつ症状を示す児童は，自
然場面において孤立することが多く，仲間との
相互作用が少ないこと，グループ場面において
も孤立・引っ込み思案行動が多く，仲間とのポ
ジティブな行動のやり取りが少ないことが明ら
かになった。以上から，友人からのサポートが
ストレス緩和に与える影響や，友人関係場面に
おける目標志向性が抑うつに与える影響，友人
関係の様相とストレスコーピングとの関連など
が明らかになり，友人関係と精神的健康との間
に関連があることが明らかになった。
【考察】
友人関係を縦断的にみると発達段階により
「表面的な関係」から「内面的な関係」へと友
人関係の質が変化することが明らかになった
が，一方で横断的にみると青年期にも「表面群」
や「内面群」などが存在し，また性別による差
異を確認すると男子は友人関係における共行動
を好み内面を隠した分離的つきあい，女子は内
面の自己開示を好み，密着したつきあいをする
傾向も明らかになった。さらに，友人関係に関
する個人内要因の研究より，従来型の内面的な
関係と現代型の表面的な関係を比較すると，内
面的な関係で自尊感情が高いなどの傾向もある
ことが明らかになった。このような知見を整理
すると次のような課題が抽出される。
まず 1点目は，友人関係研究は青年期の様相
をとらえたものが多く，児童期の様相を捉えた
研究が少ないという点である。縦断的な研究で
は，友人関係の発達的変化を示すことが示され
ているが，横断的な研究では児童の友人関係の
様相を捉えたものが少ないために，児童期から
青年期までの友人関係の質的転換が実証的に明
らかにされていない。児童期と青年期の友人関
係には質的な差異があるとしても，個人内には
連続性があると考えられ，また児童期から青年
期前期にかけての友人関係の取り方の様相や発
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達的変化を捉えることができれば，友人関係の
形成や維持について詳細に明らかになると考え
られる。したがって，児童期の友人関係研究の
充実および児童期と青年期の接続に関する研究
が求められるだろう。
次に，児童期および青年期における友人関
係の重要性（Sullivan，1953；Coleman，1980）
が指摘される一方で，友人関係の希薄化や固
定化により発達を促進する側面（文部科学省，
2011；藤井，1999）も指摘されていた。個人内
要因に関連する文献の中でも，青年自身の理想
は従来型の内面的な関係であるが現実には現代
型の表面的な関係であり，やむなく現代型に
なっている背景に自尊心の低さやふれあい回避
などの心性があることが示されていた。しかし
この点においても児童期については研究として
検討されていない。よって，児童期の友人関係
の現代的な特徴について捉えた研究が少ないと
いう点が 2点目の課題となる。従来，児童期は
ギャングエイジと言われる徒党を組んで群れる
時期が始まる頃で，閉鎖性・凝集性の強い同性
の小集団を形成すると言われている。その特徴
は①遊びを通して形成される，②数人から成る
仲良し集団で，③その成因の入れ替わりは比較
的少なく安定して，④おとなの監視を逃れて活
動し，⑤秘密や合い言葉などを共有している，
などである（田丸，2009）。こうした仲間集団
は，おとなに依存的な幼児期と特定の相手に親
密な関係を求める青年期との間の時期の特徴で
そこで子どもはさまざまな社会的能力を高める
とされ，11～ 12歳頃になると集団自治能力が
発揮できる時期となり，認知能力の向上ととも
に自己や他者の内面を洞察できるようになる
（畠山，2009）。ただし，近年では大人が子ども
達のギャングエイジ的な悪さを最初からさせな
いようにしてしまう傾向や，少子化の影響で子
ども同士の仲間集団自体が形成できなくなって
いる様相（秋山，2009）も指摘されている。し
たがって，このようなギャングエイジの消失の
影響が青年期の友人関係に影響し，結果として
青年期の質的変化につながっているのではない
かと考えられるのである。
3 点目は個人の成長に寄与する友人関係とは
どのようなものなのかについて整理されていな
い点である。本研究で友人関係は，自己愛傾
向，愛着，シャイネス，動機づけなど様々な側
面と関連しており，これらの心性がネガティブ
な方向に強まると友人関係もネガティブな側面
が強くなる傾向が明らかになった。また友人か
らのサポートがストレス緩和に与える効果や，
友人関係場面における目標志向性が抑うつに与
える影響，友人関係の様相とストレスコーピン
グとの関連などが明らかになり，友人関係の充
実が精神的健康に関連することが明らかになっ
た。ただし，この視点は個人の発達への寄与に
関する視点や，社会化に果たす役割に関する検
討（松井，1990；宮下，1995）とは異なってお
り，積極的な人格形成に結びつく友人関係につ
いて検討する必要があるのではないかと考えら
れる。
以上より，現代の子どもたち，特に児童期の
友人関係の研究を充実させ，友人関係の具体的
な特徴を捉えること，そして児童生徒の発達に
寄与する友人関係とはどのようなものか，その
質的検討が求められるのではないかと考えら
れる。
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